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§1 一般に労働運動乃至は社会主義運動の展開過程の中で『資本論』の影響史をたど
るという仕事は，「マルクス主義の理論史と思想史と運動史との統一をはかる」ことによ
って「マルクス主義研究の視野をひろげ」るという現代的課題（服部文男「1840年代にお
けるマルクス主義の普及過程」，末永教授還暦記念論文集「経済学の方法』，1968,p. 222) 
にとっても非常に重要であり，とりわけそれをマルクスの母国ドイツにおいて追求するこ
とは緊要の課題であろう。この点に関連する業績としては，メーリングの「ドイツ社会民
主主義史」 (1897~98)以来幾多の労作があり，戦後DDRでも雑誌Beitriigezur Geschi-
chte der deutschen Arbeiterbewegungの創刊 (1958)や， 『ドイツ労働運動史』全8巻
の公刊 (1966)などにうかがえるように，この方面の理論的資料的諸研究も進捗して来た
が，本書の緒言も指摘するように，現在なお「ドイツ労働運動における「資本論」の影響
を包括的に全期間を通じてとりあつかうような労作には欠けている」 (S.7. 以下本書から
の引用はページ数のみをしめす）。本書はそのための最初の試みであって， 『資本論」第
1巻の刊行された1867年から社会主義者取締法の制定される187笙F―これはエンゲルス
の『反デューリング論」の公刊される年でもある—までの時期をとりあつかう。著者に
よれば，この時期において「『資本論」の思想は， ドイツの労働運動の中で未だ広汎な戦
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線では勝利をおさめていなかったけれども，すでに確固たる根を張っていた」のである
(S.7~8)。
本書は二部から成り， その第1部である「概観」 (EinAbriB, S. 9~106.)は，『資本
論」のドイツヘの普及過程の中でどのようにマルクスの思想が根づいてゆくかをのべ，第
2部の「証拠史料」 (Zeugii.isse,S. 107 ~337.)は，そうしたあとづけを立証するための
諸文献を編集したものである。「概観」の骨子はすでに Beitragezur Geschichte der deut-
schen Arbeiterbewegung, 9 Jahrgang, 1967, 2-3. Hefteに掲載され，宇佐美誠二郎教
授による紹介もある（大原社会問題研究所「資料室報JNo. 132, 1967年8月， pp.1~15 
を参照）が，『資本論」 100年記念の年に出されたDDRの出版物の中では，本誌の本年第
1号に紹介した『マルクス・エンゲルスの蔵書』とともに，今後の研究にプラスする注目
すべき業績だと思うので，その内容を簡単に紹介しておきたい。著者のドルーベックは現
在ベルリンのマルクス主義・レーニン主義研究所のマルクスーエンゲルス部門の部長。ス
カムプラクスはその助手である。
§2 「概観」は(1)「労働者にとって最も大切な本」， (2)「『資本論」がドイツにうけ入
れられるための諸前提」， (3)「プルジョアによる沈黙の誓約に対する戦いの中で」， (4)「労働
運動における最初の反響」， (5)「アイゼナハ党の武器」， (6)「ラッサー ル主義者達への影響」，
(7)「統一された労働者党の中での普及」というそれぞれの表題をもつ7つの節で構成され
ている。
(1)では序論的に「資本論」とくにその第1巻が労働者階級にとってどういう意味で「最
強の精神的武器」 (S.22)であるかが説明され， (2)では1867年ごろのドイツにおいて，労働
者の組載化がかなり進んで来たものの，＇労働者に勤勉と節約の倫理と協同組合運動をすす
めるシュルツェ・デーリッチュの教説や，こうしたプルジョア・イデオローグを批判して
社会主義思想を鼓吹する上に一定の役割りをはたしつつも，観念論的国家主義的傾向のゆ
えに，労働運動の真の発展を迷わせる危険をもつラッサールの思想が， ドイツの労働界に
大きな影響をもっていたことがのべられる。ところで「沈黙の誓約」というのはマルクス
が自著「経済学批判』 (1859) を黙殺したドイツの学界言論界を風刺したことば（クーゲ
ルマンヘの 1862年12月28日づけの手紙）であるが， (3)はこの沈黙の誓約の厚い壁を何と
かしてうち破り， 『資本論」に対する反響をドイツによびおこそうという懸命の宣伝活動
が，エンゲルスならびにドイツにいるマルクス・エンゲルスの友人たちによってなされた
結果， 1868年7月までには，すくなくとも15種のドイツ語の新聞雑誌に「資本論」の書評
と抜粋が掲載され，多くの新聞がその序言や広告を印刷したこと，そして1868年の前半期
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にすでに3人のプルジョア経済学者（匿名氏，デューリング，ファウハー）の書評があら
われた次第 (S.40, 350~351. ちなみにファウハー以外の二種は良知力氏によって紹介さ
れている。経済学史学会編『資本論の成立』， 1967,,pp. 355~358)がのべられる。
(4)以降でいよいよ本論的部分に入るが， (4)では1869年8月のリープクネヒトやベーベル
らによる社会民主労働党の創立までにあらわれた労働運動への『資本論」の影響， (5)ではそ
れ以後1875年のドイツ社会主義労働党の創立までのアイゼナハ派への影響， (61では同じ時
期におけるラッサール派への影響，そして最後の(7)でゴータでの両派の合併以後187綺三ま
での時期での『資本論』の普及過程を順次とりあげる。ここではその経過を紹介することを
省略するが， ドイツの労働運動史におけるマルクス主義の役割りをできるだけ過小評価し
ようとする現在の「帝国主義的および右翼社会民主主義的歴史家」の謬見 (S.29, 60, 78, 
88, 97)に対し，事実を以って反論しつつ， 1867年から1878年にいたる時期を通じてマル
クスの思想がドイツの労働界に着実に強力に滲透してゆく過程をたどるというのが，著書
の一貫した姿勢である。そしてその事実を裏づける重要な史料を収録したのが，つぎに紹
介する第2部なのである。
§3 第2部の「証拠史料」の方は， A 「マルクスとエンゲルスヘの手紙」， B.「労働
者むきの雑誌に載った書評」および C.「社会主義的文献」の三部より成る。 Aには，ベ
ッカー ， リープクネヒト，ジーベル，クーゲルマン，マイスナー，ァィヒホフ，レスナー
ら7人の23通の手紙があつめられており，それらは， ドイツにおけるマルクス・エンゲル
スの友人達が， 『資本論」の普及にどんなに心をくだいて奔走していたかを物語る資料で
ある。この時期におけるマルクス・エンゲルスの彼等への手紙は Werke(Bde. 31~33) 
におさめられているが，第三者から 2人への手紙がそこにはなく，そのために隔靴掻痒の
感があることを本誌前号での Werkeの紹介の中 (p.90)で私は指摘したが，大部分は末
公表だったこれらの手紙が本書に収録されたことは，そのギャップを資料的にうづめてく
れるものとして貴重である。たとえば「資本論」の出版元であるマイスナーの手紙も 4通
ふくまれているが， これらもわれわれがはじめて接するもので，「概観」の当該個所の説
明(S.35~36)と併読すると有益だが，とりわけ 1871年11月28日および1872年3月19日の
手紙は，『資本論』第1巻第2版の出版事情をつたえるものとして興味ぶかい。 Bには De-
mokratisches Wochenblatt(Marz 1868)にのったエンゲルスの『資本論』書評1篇(Werke,
Bd. 16. S. 235~242)の他に，ドイツ労働総同盟会長シュヴァイツアーがSozial-Demokrat
(Jai:tuar~Mai 1868)に寄せた書評， DemokratischesWochenblatt (August~Sept~-
mber 1868) にのったディーツゲンの書評および社会民主労働党の指尊者の1人アウグ
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スト・ガイプが DerVolksstaat (August~September 1872)にかいた『資本論」第1
巻第2版の書評の三篇がおさめられている。
このうちでラッサールなきあとのラッサール派のリーダーとして大きな影響力をもつシ
ュヴァイツァーの書評は最も長篇で，マルクス自身「私の個人的な敵」のこの書評に注目
し (1868年3月17日づけのマルクスのクーゲルマンヘの手紙を参照。 Werke,Bd. 32,. S. 
541), 「彼はあちこちで間違ってはいるが，猛勉強をして問題点の所在をとらえている」
（同年3月23日づけのエンゲルスヘの手紙。 ibid.,S. 50)と評価しているものである。だ
が本書の「概観」ものべている (Vgl.S. 50~51, 353)ように，シュヴァイツァーの『資
本論」紹介は，価値論と剰余価値論との部分にかぎられ，蓄積過程のところは完全に無視
されているのだが，この点は彼のラッサール主義と決して無関係ではないであろう。なお
シュヴァイツァーとディーツゲンとの書評の良知力氏による要約的抄訳が，前掲の「資本
論の成立」におさめられている（同書 pp.351~363)。
§4 第2部Cには，ガイプの小冊子「標準労働日」 (1871),Der Volksstaat(Oktober 
1872)にのったシュラムの「交換価値」，プラッケの「ラッサール的提案」 (1873)からの
抄録，モストの「資本と労働」第2版 (1876),および DieZukunft (Mai, 1878)にのっ
たベーベルの「国家と自治体による事業経営」がおさめられているが，ここではその中の
モストのつぎの：小冊子についてすこしのべておくことにしよう。 Most,Joham Joseph, 
Ka仮tatund Arbeit. Ein populttrer Auszug aus,, Das Kapital "von Karl Marx. 
1873, Zweite verbesserte Auflage, Chemnitz 1876. 当時ドイツ社会民主労働党員と
して活躍していたモスト (1846~1906)が獄中でつくり上げたこの小冊子は，副題が示す
ように，また前言，商品と貨幣，資本と労働，資本制生産様式の基礎，労働日，分業，大
工業発達した工場制度の諸作用，労賃，資本の維持および堆積過程，資本制的人口法則，
資本制的人口増殖の諸形態—大衆の窮乏，近代的資本の起源，結論といった篇別構成が
示すように，『資本論」第1巻の骨子を一般の大衆に紹介するための抜孝的要約で，イク
リアのカフィエロ，オランダのニーフェンフォイス，フランスのドゥヴィュ，・ドイツのカ
ウッキー，イギリスのエーヴリングなどが相ついでその後試みた『資本論』の解説書 (S.
357の注192を参照）の最初のもの。改訂第二版の作成には， w.リープクネヒトの依頼で
マルクスやエンゲルスも著者に協力し，「価値，貨幣，労賃その他多くの箇所を」訂正した
（マルクスのゾルゲヘの1876年6月141:1の手紙， Werke,34, S. 183)。もっともマルクス
ははじめから本書の出来栄えにはかなり辛い点をつけていて，部分的な改訂でその欠陥は
すくい難いから，再版に自分の名前を出すことをしないという条件でこの改訂を公表する
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ことを許可したほどであった（エンゲルス「カール・マルクスの死について」， 1883,
Werke, 19, S. 343 ~ 344, 大月書店版選集第17巻， pp.14~15, cf. Karl M,arx・Fr-
ederick Engels, Letters to Americans 1848~1895, 1953, pp. 137~138)。
モストのこの小冊子が，改訂版においてもなお，マルクスの学説の精確な要約としては
すくなくない欠点をもっているとして•も，『資本論」の主張をドイツの労働者階級の中に
普及したという点で，とくにモストが当時なおドイツの労働界に強大な影響力をもってい
たラッサール主義をマルクス主義の立場から批判している一一ーとくにかの「労賃鉄則説」
への批判は重要である一ーという点で， ドイツに 「科学的社会主義」 （モストは『資本
と労働」の前言でこの用語を用いている。 s.268)を根づかせる上に積極的な役割りをは
たしたことを，本書の「概観」は指摘する (SS.71~72)。とくに「概観」は， 「資本と労
働』の第2版がマルクスによってどのように改訂されたかを，初版との対比で具体的に
説明するとともに，この第2版が，ゴータ綱領 (1875)の中に盛り込まれたラッサール主
義に対抗しつつ，統一労働戦線の中ヘマルクス主義を滲透させてゆく上に貢献したことを
強調する (S.90-93)。／ 「資本と労働』はドイツで多くの読者をえたのみならず，第二版
のオットー・ワイデマイアーによる英訳が1878年にアメリカでも公刊され(Vgl. Werke. 
34, S. 592.; Foner, P.S., Marx's Capital in the United States. Science and Society, 
Vol, XXXI, No. 4, 1967, pp. 461-466.)て，そこでもマルクス主義の普及に一役を演ずる
のだが，われわれはこうした意義をもつ小冊子に，本書 (S.268-324)によって容易に接
しうるようになったわけである。
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